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2025年１月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、2024年９月９日に公表いたしました2025年１月期通期連結業績予想

を下記の通り修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．2025年１月期通期連結業績予想の修正（2024年２月１日～2025年１月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 38,800 1,700 1,500 1,000 187.99 

今回修正予想（Ｂ） 40,000 2,160 2,000 1,300 244.39 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,200 460 500 300  

増 減 率 （ ％ ） 3.1 27.1 33.3 30.0  

（ご参考）前 期 連 結 実 績 

（2024年１月期） 
32,070 532 357 221 41.37 

 

２．業績修正の理由 

住宅業界におきましては、全国の新設住宅着工戸数は前期比マイナスでの推移が続いており、依然厳し

い状況にありますが、当社グループでは、2024年９月に大府展示場、11月に日進梅森展示場をオープンす

るなど新規出店を進めており、また、独自のデジタルマーケティング戦略により、効率的な集客行ったこ

とで戸建住宅需要を積極的に取り込み、2024年１月期から引続き受注高・受注棟数の好調が継続しており

ます。 

前期からの受注の好調で、2025年１月期第３四半期累計期間の戸建販売棟数が順調に推移していること

に加え、顧客ニーズを捉えた土地の仕入れや独自のデジタルマーケティングが奏功したことにより、特に

分譲住宅の販売棟数が大幅に増加しております。また、販売価格の適正化やコストコントロールにより売

上総利益も改善しており、利益率が改善している中で販売が好調に進んだことによって、各段階利益にお

いて前回発表予想を上回る見込みです。2025年１月期第３四半期累計期間において、注文住宅の受注残高

も過去最高を更新しており、今後の売上として貢献してくることも見込んでおります。 

以上の結果を踏まえ、2025年１月期通期の連結業績予想を修正いたしました。 

 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は今後

の様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

 

 

以 上 


